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　写真は，中央アルプスに位置する将棊頭山（標高 2,730 m）の山頂付近で撮影した．4時
間以上登山しないと見ることができない景色である．近年，地球温暖化が植生の分布に与
える影響が懸念されている．年平均気温が上昇すると日本全土の植生分布が高緯度方向あ
るいは高標高方向に移動し，種構成も変化することが報告されている．山岳・高山植生
は，寒冷な気候と平地からの隔離により特有の生物種が分布しており，特に環境変動によ
る生物多様性の脆弱化が指摘されている生態系である．この貴重な生態系をこれからも見
続けることができるように，私たちは対策を急がねばならない．

（環境生態工学課程　 鎌倉真依）

表紙解説



カラー画像の強調処理� （解説　植田祥明，本文PP. 7-12）

画像強調の例

色の表現方法の違い
（a）RGB色空間上での表現

（b）白，黒，純色の混合比による表現



ベトナム・ハノイでの研究員を終えて� （随想　奥田哲士，本文PP. 27-34）

実験で用いる熱帯植物モリンガの種

（左）河川サンプリングの様子，（右）凝集試験の様子

（左が懸濁している原液で，
↓右が凝集後の処理液）





理 工 学 会 会 則

制 定 昭和63年12月 1日
一部改正 平成 6年 7月 6日
一部改正 平成 8年 5月 8日
一部改正 平成19年 6月 6日
一部改正 平成25年 3月13日
一部改正 平成26年 5月14日
一部改正 平成27年 3月 4日
一部改正 令和元年12月18日
一部改正 令和 3年12月24日

（名称，事務所）
第 1条 本会は，龍谷大学理工学会と称し，事務所を龍谷
大学瀬田学舎内に置く．

（目 的）
第 2条 本会は，会員相互の学術研究と技術開発に関する
情報交流及びコミュニケーションの推進を図ることを目
的とする．

（事 業）
第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業
を行う．
⑴ 研究会，コロキュウムの開催
⑵ 機関誌の出版
⑶ 学術講演会，シンポジュウム等の開催
⑷ 学生会員の研究・開発活動に対する補助
⑸ その他目的達成に必要なこと

（会の構成）
第 4条 本会は，次の者をもって組織する．
⑴ 普通会員 龍谷大学先端理工学部に所属する教育職

員及び科学技術共同研究センターに所属
する専任研究員並びに本会の趣旨に賛同
する龍谷大学の専任の教育職員及び事務
職員

⑵ 学生会員 龍谷大学理工学部，先端理工学部及び理
工学研究科の学籍を有する学生

⑶ 賛助会員 本会の目的に賛同し，その事業を賛助す
る者で，第 5条に定める総会で入会が承
認された者

⑷ 特別会員 前 3号以外の者で，第 5条に定める総会
で入会が承認された者

（総 会）
第 5条 本会の重要な事項を決定するのに，総会を置く．
2 次の事項は，総会において議決する．
⑴ 事業計画に関すること

⑵ 予算・決算に関すること
⑶ 役員の選任に関すること
⑷ 会員の入会・退会に関すること
⑸ その他重要な事項
3 総会は，普通会員全員で構成する．
4 総会は，会長が招集し，会長はその議長となる．
5 総会は，構成員の過半数の出席がなければ会議を開き
議決することはできない．ただし，構成員が他の構成員
に委任した場合は，これを出席とみなして処理すること
ができる．

（役 員）
第 6条 本会に，次の役員を置く．
⑴ 会 長 1名
⑵ 副 会 長 1名
⑶ 庶 務 委 員 若干名
⑷ 編 集 委 員 若干名
⑸ 会 計 委 員 若干名
⑹ 会計監査委員 若干名
2 各役員の任期は 1年とし，毎年 4月に交替するものと
する．ただし，再任を妨げない．

（役員の選任）
第 7条 会長は，龍谷大学先端理工学部長が当たるものと
する．
2 会長以外の他の役員は，総会の承認を得て会長が任命
する．

（役員の職務）
第 8条 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する．
2 副会長は，会長の職務を補佐し，会長事故ある時はそ
の職務を代理する．
3 庶務委員は，会長の命を受けて企画・渉外・組織管理
等本会の庶務的事項を処理する．
4 編集委員は，会長の命を受けて機関誌の発行等出版に
関する事務を処理する．



5 会計委員は，会長の命を受けて本会の会計を処理する．
6 会計監査委員は，本会の会計監査を行う．
（役員会）
第 9条 本会の日常的事務及び総会の委任事項を処理する
ため，役員会を置く．
2 役員会は，役員全員により構成する．
3 役員会は，会長が主宰する．
（会 計）
第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの
助成金，事業収入及び寄付金をもって充てる．

（入会金）
第11条 本会に入会を希望する者は，入会金を納入しなけ
ればならない．
2 入会金の額は，2,000円とする．
3 入会金の納入時期は，入会時とする．
（年会費）
第12条 会員は年会費を納入しなければならない．
2 学生の年会費は年額 3,000円とし，半期ごとに 1,500

円ずつ，毎年度納入するものとする．
3 学生の年会費の納入時期は，毎年度 4月及び 9月とす
る．
4 教員の年会費は年額 4,000円とし，毎年度納入するも
のとする．
5 教員の年会費の納入時期は，毎年度 6月とする．ただ
し，期中に入会した場合は，入会時とする．

（会費等の免除）
第13条 休学中の学生会員は，当該期間の年会費を免除す
る．
2 休学中の学生会員は，前項の免除期間内において，第
3条第 4号に定める事業の補助対象外とする．

3 総会は，特別な事情があると認める者に対しては，入
会金又は年会費のいずれか，若しくは両方の納入を免除
することができる．

（改 廃）
第14条 この会則の改正又は廃止は，総会において決定す
る．
付 則

この会則は，平成元年 4月 11日から施行する．
付 則（平成 6年 7月 6日第 4条，第 6条，第 8条改正）

この会則は，平成 6年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 8年 5月 8日第 12条改正）

この会則は，平成 9年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 19年 6月 6日第 12条改正）

この会則は，平成 19年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 25年 3月 13日第 11条，第 13条改正）

この会則は，平成 25年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 26年 5月 14日第 4条第 4号追加）

この会則は，平成 26年 5月 14日から施行する．
付 則（平成 27年 3月 4日第 4条改正）

この会則は，平成 27年 4月 1日から施行する．
付 則（令和元年 12月 18日第 3条第 4号追加，第 4

条，第 7条改正）
この会則は，令和 2年 4月 1日から施行する．
付 則（令和 3年 12月 24日第 11条，第 12条，第 13

条改正）
この会則は，制定日（令和 3年 12月 24日）から施行す
る．ただし，第 12条第 2項，第 12条第 3項，第 13条第
1項及び第 13条第 2項の改正規定は，令和 4年 4月 1日
から施行する．



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
編集後記

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

映画やゲームのなかでのお話であったかのような「パンデミック」が現実のものとな
り，PCR という用語がこれほどまでに一般に知られるようになるなど，新型コロナウイ
ルスは世界の多くを変えました．しかしそれも新たな局面を迎え，私たちの生活や行動様
式も落ち着きを取り戻しつつあります．このような中，龍大理工ジャーナル Vol.35-2

（No.85）を発行できることとなりました．「学生の研究活動報告」の件数も前号より増え
たことは，とても喜ばしくまた力強さをも感じます．学生自身の積極性とともに，指導教
員の皆さんのご努力にもよるものです．また「解説」「随想」として多くの先生方にご寄
稿いただきました．異なる専門分野をうかがい知る，またとない機会となりました．
ご寄稿いただいた先生方，学生の皆さん，そして原稿のとりまとめをしていただいた編
集委員の皆様に感謝申し上げます．そして何より理工会事務局の皆様のご尽力により発行
することができました．併せてお力添えをご紹介し，感謝を申し上げる次第です．
理工学会は，学術研究と技術開発に関する情報交流および所属する教員・学生相互のコ
ミュニケーションの推進を図ることを目的としています．その大切な記録として龍大理工
ジャーナルがこれからも積み重なっていくことを期待しています．

（編集委員長 越川 博元）

龍谷理工ジャーナル VOL. 35−2 2023

2023年 9月 15日発行
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